
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

今年の干支は壬寅（みずのえ・とら）です。壬は核の内在するエルネギーが増大する形で、多くの問題が増

大していくことを意味しているそうです。そして、それを処理するために任せられる人物が現れてこなければ

ならないとされています。また、寅には「つつしむ」「たすける」という意味もあるそうです。 

まさに、この謂(いわ)れのように、昨年に猛威を奮った新型コロナウイルスは、感染力を遥かに強めた新た

なオミクロン株に変異して感染の広がりを見せ始めています。コロナ感染の問題が増大してきています。この

ような大きな問題に直面するたびに、昨年 2 月に上田先生が逝かれたことの大きさを改めて痛感しています。 

昨年 12 月から町内で感染が拡大しました。第 5 波が過ぎて少し安心感が広がり、感染に対する注意が緩ん

できたのが要因でしょう。感染された多くの方がワクチン 2 回接種をすまされています。ワクチン効果が落

ちてきていることがわかります。オミクロン株に対する抵抗力をつけるには 3 回目のワクチンは必須と言わ

れています。当院では役場や関係機関と協力して、年明け早々から 3 回目のワクチン接種に向けて準備を進

めています。町から案内が届き次第に予約をして接種を受けましょう。そして、ご家族知人にまだワクチン未

接種の方がおられましたら、ぜひ受けるように勧めて下さい。 

新年早々から心配事ばかりを書きましたが、今年は待望の北部地域の基幹病院である公立北部医療センター

の基本設計が始まります。本部町内では、当院に勤務しておられた慶田先生が昨年 8 月に「やんばるキッズ

ファミリークリニック」を開業されて小児医療の基盤が整いました。 

野毛病院一同は今年も変わらず、創始者上田先生の意志を引き継いで、 

町内関係機関と協力して皆様が健康で安心して暮らせる町づくり 

の一翼を担って行きたいと思います。 

今年も皆様が健康で良い年を過ごされることをお祈り致します。 

今年もよろしくお願い致します。 

医療法人 野毛会 

もとぶ野毛病院  

理事長 出口 宝 

年頭のごあいさつ 

2022 年 1 月 4 日 ロビーにて 



 

 

 

 

 

コロナが治まりません。昨年末は我々の町が yahoo ニュースにも載るほどの感染拡大地域となりま

した。目に見えぬ敵に否応が上にも次々と感染し、心理的にも肉体的にも恐怖に陥入りました。地球

に何が起ころうと克服できると言う人類の英知を信じたいものの、いつになったら 2 年前の自由でオ

ープンでマスクの無い生活に戻れるのかと、誰か指標を示して欲しいと毎日思うのです。 

 そんな中、この感染症には負けなかったけれど病気に勝てなかった上田先生がこの世から去ってし

まった。残念無念で泣きたいものの先生からの宿題は数多く、この 1 年はそれを仕上げる為に前だけ

向いて進めてきました。感傷などに浸るなと、院内の何処かに感じられる上田先生の叱咤激励で、全

ての職員が後ろを振り向く事も無く前進あるのみと頑張ってくれた 1 年でした。 

多くの人の心の中に生き続ける上田先生の凄さも分かりました。11 月に済ませた「日本臨床脳神経

外科学会」の大会長であった先生の数々の追悼講演では、東京大学出身の脳外科の先生方に限らず全

国の著名な脳外科医が口を揃えて「脳外科医上田裕一」の天才的手術や人となりを称賛された。同時

に新オペ技術の開発、論文の驚異的発表数、剃刀の刃の様に切れる頭脳がありながらそれを誇る事は

無かったと。 

 35 年近く身近で仕事をさせて貰った私は、その偉大さを蔑ろにしていたと深く反省し、この北部に

様々な叡智の結晶を作り上げた方だとリスペクトするきっかけが先生の逝去であるとは、何たる悲し

さであろうか。 

 太陽のような明るさを感じる本部町に病院を造ったと聞いた。先生のオペに疲れた目の療養に訪れ

た本部町が先生の永住の地となり、医療環境を整え、大好きな島バナナ農園を作り上げ、夢を語り、

語りつくせない程の楽しさを貰った我々は感謝しかないと改めて思うのです。自院の前理事長を自画

自賛する事をお許し下さい。 

 もとぶ野毛病院は上田理事長の思いを引き継ぎ、今後も益々発展させる所存です。 

新年も皆様の温かい応援を宜しくお願い致します。 

医療法人 野毛会 

もとぶ野毛病院  

事務長 藤本 孝子 

 

謹んで新春の 
お喜びを申し上げます 

新型コロナウイルス感染症の発生をさらに抑えるためには、１人ひとりが最新の

知識を身につけて正しく対策を行っていただくことが何よりも重要です。 

Q 新型コロナウイルス感染症

を診断するための検査にはど

のようなものがありますか。 

A新型コロナウイルス感染症を診断するための検査には、

○核酸検出検査（PCR法等) 

○抗原定量検査 

○抗原定性検査等があり、 

いずれも被検者の体内にウイルスが存在し、ウイルスに

感染しているかを調べるための検査です。 

新型コロナ一問一答 

～厚生労働省 HP より～ 



  

 

赤穂市民病院 

長谷 先生 

（2022 年 1/4～1/31） 

赤穂市民病院 

笹井 先生 

（2022 年 1/4～1/31） 

横浜栄共済病院 

大乗 先生 

（2022 年 1/4～1/30） 

 

【赤穂市民病院】 
中原 先生 

【研修期間】 
2021年 12/1～12/31 

長期滞在は初めてなので沖縄の事

を色々教えていただけると幸いで

す。楽しみながら研修生活を送り

たいと思います。短い間ですがよ

ろしくおねがいいたします。 

 

本部に来てからはや 1 か月が経とうとしています。本州の冬の寒さを思い出すと、少し帰るのが億劫になってきてい

ます。沖縄に旅行に来ることはこれまでに何度かありましたが美ら海水族館に行く目的以外で北部を訪れることがこれ

までなかったので、今回の滞在で北部の様々な土地を探索できて楽しかったです。12 月ということでダイビングやシュ

ノーケルなどはしませんでしたが古宇利島などの美しい海を見ると心が癒されました。 

さて、今回の研修では普段急性期病院で研修している自分にとって、急性期を脱した患者さんがどのような医療を受け

ているのかについて学ぶ貴重な機会だったと思います。また放射線技師の方にいろいろな画像を見せてもらい教えてい

ただく機会もあり、来年から放射線科に進む自分にとって非常に勉強になりました。訪問診療では沖縄の古い民家に行か

せていただいて何となく文化の違いについても感じることができたかと思います。 

最後になりますが、指導医の出口先生をはじめとした各先生方やコメディカルの方みなさんが優しくて、居心地よく充実

した研修をさせていただきました。1か月間本当にありがとうございました。 

 

将来は、乳腺外科に進みますが、慢

性期の病院で少しでも多くのこと

を勉強させていただければと思い

ます。４週間という短い間ですが、

よろしくお願いします。 

来年度からは内科（リウマチ・膠原

病科）に進む予定です。１ヶ月とい

う短い期間ですが、地域に根差し

た医療を学ばせていただくととも

に、少しでも皆様のお役にたてら

れればと思います。 



 

 

 

 

 

当院は、本部町新

型コロナウイルス

ワクチン個別接種

会場です。 

休 診 

第 2･第 4 土曜日  

日曜日 

祝祭日 年末年始 

診療 (受付 )時間 

【平日】               【土曜日】 

午前 9:00～12:30（受付 8:30～12:00）  第 1･第 3 午前診療 

午後 14:00～18:00（受付 13:30～17:00） 

 

1月 外来担当医師予定表  

①接種券 

②本人確認書類（運転免許証、健康保険証等） 

③予診票（事前に記入を済ませてください） 

④お薬手帳（服用しているお薬がある場合） 

ワクチン接種の接種券（クーポン）が届きましたら、 

接種券（クーポン）をお手元にご準備のうえ、本部町 

役場にお電話またはインターネットにてご予約をお願

いします。 

予防接種当日にご用意いただくこと 

 

沖縄県において新型コロナの感染者が急増していま

す。当院におきましては、テレビ電話にて対応してお

りましたが、感染リスクを少しでも抑えるため、院内

への立入を制限することと致しました。患者様、また

ご家族の皆様へは不安やご心配をおかけしますが、何

卒ご理解いただけますよう、よろしくお願い致します。 


